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−  主な内容  −

「
節
目
の
年
に
、新
し
い
歩
み
を
」

会
長　新

開

輝
夫

日
本
は
今
年
8
月
に
戦
後
80
年
を
迎
え
ま

す
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
な
ど
世
界
で
は

今
も
戦
火
が
絶
え
ず
、
多
く
の
方
々
が
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
愛
知
万
博
か
ら

20
年
を
経
て
、
大
阪
の
夢
洲
で
「
い
の
ち
輝

く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
万
博
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
界
に
届
き
、

一
日
も
早
い
平
和
の
実
現
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
が
経
ち
ま

し
た
。
２
０
１
１
年
に
は
東
日
本
大
震
災
が

未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
昨
年
は
元
日

に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
多
く
の
方
々
が

被
災
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
各
地
で
震
災

や
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
然
災

害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
や
り
き
れ
な
さ
を
感
じ
ま
す
。

今
年
３
月
31
日
に
は
、
内
閣
府
中
央
防
災
会

議
の
有
識
者
会
議
（
作
業
部
会
）
か
ら
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の
被

害
想
定
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
震
災
対
策

が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
感
が
し
ま
す
。
特

に
高
齢
者
の
リ
ス
ク
は
高
い
と
言
わ
れ
、
日

頃
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
を
改
め
て
痛
感
し

ま
し
た
。

ま
た
、
特
殊
詐
欺
被
害
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
今
年
の
総
会
で
は
、
議
事
終
了
後

の
第
二
部
に
愛
知
県
警
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
寸
劇
に
よ
る
特
殊
詐
欺
防
犯
教
室

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
是
非

と
も
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
メ
の
販
売
価
格
の
高
騰
、
電
気
・
ガ
ス

料
金
や
食
料
品
を
は
じ
め
生
活
必
需
品
の
値

上
げ
な
ど
、
私
た
ち
年
金
生
活
者
の
生
活
は

ま
す
ま
す
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
や

は
り
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

諸
物
価
の
高
騰
は
名
友
会
の
運
営
に
も
じ

わ
り
じ
わ
り
と
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
７
年
度
予
算
で
は
、
郵
便
料
金
の

大
幅
値
上
げ
、
慶
祝
費
の
増
加
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
経

費
削
減
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
の
執
行
に
あ

た
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
経
費
節
減
に
努
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
名
友
会
は
ま
も
な

く
、
知
事
許
可
の
社
団
法
人
と
し
て
設
立
さ

れ
て
か
ら
半
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
会
自
体
の
運
営
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
３
月
に
「
第
６
回
い
き
い
き
ラ
イ
フ

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
演
題
は
、
『食
べ
る
幸
せ
い
つ
ま
で
も

「
誤
嚥
予
防
」
〜
お
口
と
の
ど
を
鍛
え
て
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
〜
』
で
し
た
。
誤
嚥
に

よ
り
起
こ
る
「
誤
嚥
性
肺
炎
」
は
、
高
齢
者

の
死
因
中
、
肺
炎
と
合
わ
せ
て
約
10
％
を
占

め
て
い
る
そ
う
で
す
。
日
頃
か
ら
の
予
防
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
私
も
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
を
契
機
に
、
誤
嚥
予
防
の

た
め
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
い
か
が
で
す
か
。
詳
し
く
は
名
友
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
今
年
も
名
友
会
の
通
常
総
会
を
開

催
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。第
二
部
で
は
、

防
犯
教
室
と
と
も
に
恒
例
の
「
お
楽
し
み
抽

選
会
」
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
当
日
参
加
で
き
な
い
方

は
、
ハ
ガ
キ
（
委
任
状
）
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
い
た
だ

い
た
欠
席
ハ
ガ
キ
に
よ
り
劇
場
鑑
賞
券
や
名

古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
入
場
チ
ケ
ッ
ト

が
当
た
る
抽
選
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
総
会
会
場
で
皆
さ
ん
と
お
会

い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
57
回  

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

第
57
回
通
常
総
会
を
次
の
通
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日　

時　

令
和
７
年
６
月
26
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

場　

所　
Ｎ
ｉ
ｔｅ
ｒ
ｒ
ａ
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

　
　
　
　
　

ビ
レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

地
下
鉄
「
金
山
」
駅
下
車

議　

題
一　

令
和
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告（
案
）
並
び
に
監
査
報
告

二　

令
和
六
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
書
及
び
監
査
報
告

三　

令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

※
議
事
終
了
後
に
は
第
二
部
と
し
て
、
愛
知
県
警

防
犯
活
動
専
門
チ
ー
ム「
の
ぞ
み
」に
よ
る
寸
劇

を
取
り
入
れ
た
防
犯
教
室
と
毎
年
恒
例
の
お
楽

し
み
抽
選
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
多
く
の

会
員
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
総
会
当
日
、
発
熱
の
あ
る
方
や
体
調
の
す
ぐ
れ

な
い
方
は
、
出
席
を
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

総
会
へ
の
出
欠
の
ご
返
事
は
、
同
封
の
ハ
ガ

キ
で
６
月
25
日
ま
で
に
名
友
会
に
到
着
す
る
よ

う
に
ご
返
信
く
だ
さ
い
。
欠
席
の
方
は
委
任
状

欄
に
ご
署
名
の
う
え
ご
返
信
く
だ
さ
い
。



名　　友　　報令和７年６月１日 第127号  (2)

◆
監
査
報
告
に
つ
い
て

令
和
７
年
５
月
12
日
、
別
所
監
事
及
び

渡
部
監
事
に
よ
り
会
計
監
査
を
実
施
し
、

「
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
」
と
の
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
度

　
　

 

一
般
会
計
収
支
決
算（
案
）
自
　
令
和
六
年
四
月
　
一
　
日

至
　
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

貸 借 対 照 表
令和７年３月31日現在

（単位：円）

科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減
Ⅰ　資産の部

１．流動資産
　　　　普通預金 2,764,374 3,402,453 △ 638,079
　　　　定期預金 14,000,000 7,000,000 7,000,000
　　　　未収金 51,064 59,081 △ 8,017
　　　　前払費用 147,300 150,200 △ 2,900
　　　流動資産合計 16,962,738 10,611,734 6,351,004
２．固定資産
　⑴　特定資産
　　　　退職給与引当預金 501,000 659,000 △ 158,000
　　　特定資産合計 501,000 659,000 △ 158,000
　⑵　その他固定資産
　　　　投資有価証券 5,000,000 15,018,508 △ 10,018,508
　　　　電話加入権 229,928 229,928 0
　　　　保証金 750,000 750,000 0
　　　その他固定資産合計 5,979,928 15,998,436 △ 10,018,508
　　　固定資産合計 6,480,928 16,657,436 △ 10,176,508
　　　資産合計 23,443,666 27,269,170 △ 3,825,504

Ⅱ　負債の部
１．流動負債
　　　　未払金 84,848 115,224 △ 30,376
　　　　預り金 0 0 0
　　　流動負債合計 84,848 115,224 △ 30,376
２．固定負債
　　　　役員退職慰労引当金 309,000 515,000 △ 206,000
　　　　退職給与引当金 192,000 144,000 48,000
　　　固定負債合計 501,000 659,000 △ 158,000
　　　負債合計 585,848 774,224 △ 188,376

Ⅲ　正味財産の部
１．指定正味財産
　　　指定正味財産合計 0 0 0
２．一般正味財産
　　　一般正味財産合計 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128
　　　負債及び正味財産合計 23,443,666 27,269,170 △ 3,825,504

令
和
六
年
度
公
益
目
的
事
業

令
和
六
年
度
の
公
益
目
的
事
業
と
し
て
、

植
樹
と
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
次

の
よ
う
に
実
施
し
ま
し
た
。

◆
植
樹

令
和
７
年
１
月
19
日

（
日
）
午
前
11
時
か
ら
、
守

山
区
の
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
に
お
い
て
、
新
開
会

長
出
席
の
も
と
、
ヤ
エ
ベ
ニ

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ（
３
本
）
を

寄
贈
し
、
名
古
屋
市
長
か

ら
の
感
謝
状
が
新
開
会
長

に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
代
表
木
一
本
を
、「
世
界
の
熱
帯
果

樹
温
室
」
の
西
側
に
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

◆
名
フ
ィ
ル
出
前
コ
ン
サ
ー
ト

令
和
７
年
２
月
３
日（
月
）午
後
２
時
45
分
か

ら
、
瑞
穂
区
の
名
古
屋
市

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
名
古

屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
に
所
属
す
る
楽
団
員

五
名
で
構
成
さ
れ
る
弦
楽

五
重
奏
団
に
よ
る
出
前
コ
ン

サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら
懐
か
し
の
歌
謡

曲
ま
で
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
奏
で
ら

れ
、
入
院
患
者
さ
ん
や
医
療
従
事
者
の
皆
さ

ん
に
心
に
響
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

「
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

令
和
７
年
３
月
３
日（
月
）
午
後
２
時
か

ら
、
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階
第
３

研
修
室
に
お
い
て
、
名
友
会
主
催
の「
第
６

回
い
き
い
き
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
31
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア

協
会
の
小
野
有
香
里
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

『
食
べ
る
幸
せ
い
つ
ま
で
も
「
誤
嚥
予
防
」
〜

お
口
と
の
ど
を
鍛
え
て
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
〜
』
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
食
べ
る
機
能
を
保
つ
簡
単
リ
ハ
ビ
リ
：
え
ん

げ
ち
ゃ
ん
体
操
」
の
実
技
指
導
も
あ
り
、
参

加
者
か
ら
は
、「
誤
嚥
の
理
由
が
よ
く
わ
か
っ

た
」「
む
せ
る
こ
と
が
あ
り
、大
変
参
考
に
な
っ

た
」「
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
」「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。
日
常
の
生
活
習
慣
に
取

り
入
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
も
「
い
き
い
き

ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
開

催
し
ま
す
。
名
友
報
新

年
号
及
び
名
友
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
会

員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和６年４月１日から令和７年３月31日まで

（単位：円）
科　　　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　①　受取会費
　　　　会員会費収入 6,878,000 7,219,000 △ 341,000
　　　②　事業収益
　　　　事業収入 5,468,731 5,730,891 △ 262,160
　　　③　受取負担金
　　　　負担金収入 1,152,900 1,402,050 △ 249,150
　　　④　雑収益
　　　　投資有価証券運用益 43,105 50,642 △ 7,537
　　　　受取利息 4,500 204 4,296
　　　　雑収入 120,669 75,600 45,069
　　　⑤　退職給与引当金取崩額
　　　　役員退職慰労引当金取崩額 158,000 0 158,000
　　　　退職給与引当金取崩額 0 0 0
　　　経常収益計 13,825,905 14,478,387 △ 652,482
　　⑵　経常費用
　　　①　事業費
　　　　役員報酬 1,470,000 1,470,000 0
　　　　給料手当 2,352,000 2,352,000 0
　　　　退職金 224,000 0 224,000
　　　　福利厚生費 222,444 223,110 △ 666
　　　　租税公課 81,000 91,000 △ 10,000
　　　　活動推進費 691,000 1,155,000 △ 464,000
　　　　慶祝費 1,457,030 1,702,963 △ 245,933
　　　　旅費交通費 2,988 29,943 △ 26,955
　　　　通信運搬費 199,303 210,158 △ 10,855
　　　　備品費 181,235 137,084 44,151
　　　　修繕費 0 0 0
　　　　印刷製本費 102,395 81,656 20,739
　　　　会報発行費 2,446,890 2,226,950 219,940
　　　　会員厚生費 123,185 134,754 △ 11,569
　　　　賃借料 858,207 808,543 49,664
　　　　諸謝金 240,240 240,240 0
　　　　委託料 514,896 562,824 △ 47,928
　　　　光熱水費 117,591 104,709 12,882
　　　　助成金 60,000 90,000 △ 30,000
　　　　雑費 542,818 595,434 △ 52,616
　　　　退職給与引当金繰入額 0 0 0
　　　②　管理費
　　　　役員報酬 630,000 630,000 0
　　　　給料手当 1,008,000 1,008,000 0
　　　　退職金 96,000 0 96,000
　　　　福利厚生費 95,333 89,370 5,963
　　　　会議費 235,279 234,400 879
　　　　総会費 1,749,229 1,748,741 488
　　　　旅費交通費 332 3,327 △ 2,995
　　　　通信運搬費 199,302 210,158 △ 10,856
　　　　備品費 20,137 29,685 △ 9,548
　　　　修繕費 0 0 0
　　　　印刷製本費 102,394 78,454 23,940
　　　　賃借料 929,725 875,921 53,804
　　　　諸謝金 102,960 102,960 0
　　　　負担金 197,000 212,000 △ 15,000
　　　　寄付金 0 0 0
　　　　光熱水費 117,591 104,708 12,883
　　　　雑費 74,021 81,196 △ 7,175
　　　　役員退職慰労引当金繰入額 0 1,000 △ 1,000
　　　　退職給与引当金繰入額 0 48,000 △ 48,000
　　　経常費用計 17,444,525 17,674,288 △ 229,763
　　　　当期経常増減額 △ 3,618,620 △ 3,195,901 △ 422,719
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益 0 0 0
　　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用 18,508 10,095 8,413
　　　経常外費用計 18,508 10,095 8,413
　　　　当期経常外増減額 △ 18,508 △ 10,095 △ 8,413
　　　　当期一般正味財産増減額 △ 3,637,128 △ 3,205,996 △ 431,132
　　　　一般正味財産期首残高 26,494,946 29,700,942 △ 3,205,996
　　　　一般正味財産期末残高 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128



名　　友　　報令和７年６月１日 第127号  (4)

栄
内
科
院
長
、
名
古
屋
市
産
業
医

（
愛
知
医
科
大
学
客
員
教
授
）

山
田
琢
之

（
や
ま
だ　

た
く
じ
）

�　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
秘
密　

～
鉄
は
神
？
～

「
お
い
、
わ
が
ま
ま
娘
、
い
ま
い
ま
し
い

や
つ
だ
、
萎
黄
（
い
お
う
）
病
に
で
も
か

か
っ
た
よ
う
な
面
（
つ
ら
）
し
や
が
っ
て

…
…
…
」

戯
曲
「
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
で
、
ロ

ミ
オ
に
恋
す
る
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
父
が
勧
め

る
結
婚
を
断
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
激
怒
し

た
父
が
投
げ
つ
け
た
有
名
な
セ
リ
フ
で
す
。

聞
き
慣
れ
な
い
「
萎
黄
病
」
は
、ギ
リ
シ
ャ

語
で
「
緑
色
の
病
気
」
の
意
味
で
す
。
緑
色

が
か
か
っ
た
蒼
白
（
そ
う
は
く
）
な
顔
色
が

特
徴
で
、
十
六
、十
七
世
紀
の
思
春

期
の
女
性
に
多
い
病
気
で
し
た
。

過
労
、
心
痛
、
恋
愛
な
ど
が
誘
因

と
も
考
え
ら
れ
「
恋
愛
病
」
の
別
名

も
。
当
時
の
治
療
に
は
心
身
の
鍛
錬

の
ほ
か
、
恋
愛
の
思
い
を
遂
げ
さ
せ

る
と
い
う
粋
（
い
き
）
な
治
療
法
も

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

原
因
は
鉄
不
足
に
よ
る
貧
血
と
分
か

り
、
萎
黄
病
の
名
前
は
こ
の
世
か
ら

消
え
ま
し
た
。

【
鉄
欠
乏
性
貧
血

iron deficiency anem
ia  (ID

A)

と
は
】

血
液
が
赤
く
見
え
る
の
は
、
赤
血
球
の
中

に
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
（
血
色
素
）
と
い
う
赤
い

色
素
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
貧
血
は
こ

の
赤
血
球
や
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
が
減
っ
た

状
態
を
い
い
ま
す
。
ち
な
み
に
甲
殻
類
（
エ

ビ
、
カ
ニ
）、
節
足
動
物
（
ク
モ
、
サ
ソ
リ
）

や
軟
体
動
物
（
イ
カ
、
タ
コ
、
貝
類
）
の
血

液
は
緑
色
で
す
。
そ
の
理
由
は
鉄
で
は
な
く

銅
を
ヘ
モ
シ
ア
ン
で
運
ぶ
か
ら
で
す
。

貧
血
の
原
因
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
最
も
頻
度
の
高
い
貧
血
は
、
鉄
分
が
不

足
し
た
「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」
で
す
。

男
性
の
約
１
〜
２
％
、
女
性
の
10
〜
20
％

に
も
み
ら
れ
ま
す
。
鉄
（
ヘ
ム
）
不
足
に
よ

り
酸
素
を
運
ぶ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
生
産
が
低

下
し
、
顔
色
が
悪
い
、
動
悸
、
め
ま
い
、
立

ち
眩
（
く
ら
）
み
、
爪
が
割
れ
や
す
い
（
さ

じ
状
爪
）、
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
ま
す
。

鉄
欠
乏
性
貧
血
が
女
性
に
多
い
の
は
生
理

や
出
産
、
授
乳
な
ど
の
他
、
月
経
過
多
で
鉄

分
が
失
わ
れ
や
す
い
か
ら
で
す
。
妊
娠
中
に

は
、
胎
児
に
優
先
的
に
鉄
分
が
送
ら
れ
る
た

め
母
体
が
鉄
不
足
に
な
り
ま
す
。
普
通
の
状

態
で
も
一
日
で
約
１
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
鉄
分
が

失
わ
れ
ま
す
が
、
中
学
生
な
ど
の
成
長
期
は

鉄
需
要
量
の
増
大
に
よ
り
貧
血
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
は
十
四
歳
。
成
長
期
の
鉄
欠
乏
性
貧
血
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

名
友
会
の
皆
様
が
貧
血
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
骨
髄
の
問
題
や
消
化
管
出
血
、
持
病
に

よ
る
栄
養
の
偏
り
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

必
ず
主
治
医
に
て
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

【
鉄
欠
乏
性
貧
血
に
な
ら
な
い
食
生
活
】

一
日
に
必
要
な
鉄
は
、
成
人
男
性
で
10
ミ

リ
グ
ラ
ム
、
女
性
で
12
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
で
一

日
20
か
ら
30
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
鉄
分
を
摂
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

鉄
を
多
く
含
ん
で
い
る
食
品
は
、
豚
や
鳥

の
レ
バ
ー
、
ア
サ
リ
な
ど
の
貝
類
、
煮
干
し

や
ひ
じ
き
な
ど
で
す
。
動
物
性
食
品
に
含
ま

れ
る
ヘ
ム
鉄
の
方
が
、
吸
収
率
が
良
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
非
ヘ
ム
鉄
の
野
菜
類
に
は

ビ
タ
ミ
ン
が
多
く
含
ま
れ
、
両
方
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
鉄
は
神
？
】

鉄
を
考
え
る
こ
と
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い

ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
BS
で
は
「“
鉄
”　

天
地
創
造

の
テ
ツ
学
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
人
が
体
内
に
持
て
る
鉄
は
た
っ
た
３

グ
ラ
ム
。
わ
ず
か
ク
ギ
一
本
が
５
リ
ッ
ト
ル

の
血
液
を
支
え
、
60
兆
の
細
胞
の
ミ
ト
コ
ン

ド
リ
ア
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
、
鉄
が
な
い

と
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
遺
伝
子
が
つ
く
ら
れ
な
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

太
陽
の
よ
う
に
自
分
で
光
り
輝
く
恒
星

（
太
陽
の
８
倍
以
上
の
質
量
の
恒
星
）
の
内

部
で
核
融
合
が
起
こ
り
、
多
量
に
作
ら
れ
た

の
が
鉄
で
す
。
恒
星
が
寿
命
を
迎
え
超
新
星

爆
発
を
起
こ
し
、
宇
宙
に
鉄
が
一
斉
に
飛
び

散
り
ま
し
た
。
そ
の
後
岩
石
と
交
わ
っ
た
大

き
な
塊
が
惑
星
に
な
り
、
地
球
が
誕
生
し
ま

し
た
。
地
球
の
質
量
の
約
三
分
の
一
は
鉄
。

つ
ま
り
地
球
は
鉄
の
惑
星
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

鉄
は
地
球
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
利
用
可
能

で
物
質
の
受
け
渡
し
に
便
利
だ
っ
た
た
め
、

生
命
活
動
の
中
心
に
鉄
が
選
ば
れ
、
生
命
の

誕
生
に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
の
地
表
の
地
殻
土
に
は
ケ
イ
素
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
地
球
の
中
心
、
固

体
の
内
核
は
、
ほ
ぼ
鉄
と
ニ
ッ
ケ
ル
合
金
。

液
体
で
あ
る
外
殻
も
ほ
ぼ
鉄
と
ニ
ッ
ケ
ル
合

金
で
で
き
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
BS
の
番
組
で
は
東
大
（
宇
宙
学
）

や
京
大
（
医
学
）
の
教
授
、ゲ
ス
ト
達
が
「
地

球
は
鉄
に
よ
っ
て
誕
生
し
、
ヒ
ト
は
鉄
に
動

か
さ
れ
、
ヒ
ト
は
鉄
で
で
き
て
い
る
」「
鉄

が
全
宇
宙
を
支
配
し
て
い
る
」
極
論
は
「
鉄

は
神
」と
笑
い
な
が
ら
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
な
く
、
い
や
十
分
に
納
得
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。



名　　友　　報 第127号(5)  令和７年６月１日

共
済
だ
よ
り

共
済
だ
よ
り
(14)(14)

（1）物価変動率と賃金変動率を丈比べ（低い方を用いる）+２.３％

（2）マクロ経済スライドによる調整 ▲０.４％

年金額改定率　+１.９％

物価変動率　+２.７％ 名目手取り賃金変動率　+２.３％

令和6年の消費者物価指数（CPI）の変動率　+２.７％ 令和６年の消費者物価指数（CPI）の変動率　+２.７％

令和３年度〜令和５年度の実質賃金変動率　▲０.4％
　（３年度平均値）

所長 税理士 行政書士　高橋　勝也

●相続が発生した場合、いつ頃から何をすればよいのか？
●家族に生前に財産を譲る場合の注意点は？
●遺言書作成上の注意点は？
　相続・贈与・遺言などで困ったこと、わからないこと等は、お気軽にご相談ください!!

高橋会計事務所名　友　会
顧問税理士

〒464-0850 名古屋市千種区今池五丁目28番24号
フリーダイヤル　 　TEL（052） （代）

名
古
屋
市
職
員
共
済
組
合
で
す
。

本
号
で
は
、
令
和
７
年
度
の
年
金

額
改
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
が
物
価

変
動
率
を
下
回
る
場
合
、年
金
額
は
、

名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率
2.3
％
を
用

い
て
改
定
す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
の
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
率
は
、
マ

イ
ナ
ス
0.4
％
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
度
の
年
金

額
の
改
定
率
は
1.9
％
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
在
職
老
齢
年
金
の
支
給
停

止
調
整
額
は
、
名
目
賃
金
の
変
動
に

応
じ
て
改
定
さ
れ
令
和
７
年
度
は

51
万
円
と
な
り
ま
す
。

※　マクロ経済スライドとは、公的年金被保険者の変動と平均余命の伸びに基づいて、スライ
ド調整率を設定し、その分を賃金と物価の変動がプラスとなる場合に改定率から控除するも
ので、この仕組みは、平成16年の年金制度改正により導入されました。マクロ経済スライ
ドによる調整を計画的に実施することは、将来世代の年金の給付水準を確保することにつな
がります。

◆マクロ経済スライドによるスライド調整率（▲ 0.4 %）
＝　公的年金被保険者総数の変動率 ( ▲ 0.1%)　＋　平均余命の伸び率（▲ 0.3%）
　　　　（令和３～５年度の平均）　　　　　　　　　　　　　（定率）



名　　友　　報令和７年６月１日 第127号  (6)

梅雨が明ければ旅行の季節です。ご夫婦で、お孫さんたちご家族で、またご友人と旅行に出かけてみませんか。 

名友会の会員であれば下記の特典があります。是非ともご利用ください。 
旅行会社 JTB 名鉄観光サービス 

割引対象者 

○名友会会員 

○同行する同居家族（２親等以内） 

但し、全旅行行程を会員とともに旅行する場合に限ります。 

○名友会会員 

○同行する同居家族（直系尊属・配偶者・子、及び会員と同一の世帯

に属し主として会員の収入により生計を維持するもの） 

但し、全旅行行程を会員とともに旅行する場合に限ります。 

※ 申込時に会員証を提示してください。 

※ 「同居家族」の確認のため住所等記載のある公的書類の提

示をお願いします。 

※ 申込時に会員証を提示してください。 

※ 「同居家族」の確認のため住所等記載のある公的書類の提示を

お願いする場合があります。 

割引対象商品 

国内 〇JTB が企画・実施する国内募集型企画旅行 

〇自社募集型企画旅行商品（国内・海外） 

※キャンペーン商品等一部商品を除く 

海外 

〇ルック JTB 

〇ルック JTBダイナミックパッケージMySTYLE（宿泊

を伴う基本代金に対して） 

※対象外商品 

   ロイヤルロード銀座商品、JTB クルーズ、JTB 旅物語、宿

泊単品、日帰り商品 

割引率 ３％ （割引金額の百円未満の端数は切捨て） ３％ （割引金額の百円未満の端数は切捨て） 

取扱対象店舗 

〇トラベルゲート名古屋栄（電話 052-211-9915） 

 

〇名古屋ユニモール店（電話 052-581-5536） 

〇名駅地下支店（電話 052-585-1748） 

〇名鉄百貨店旅行サロン（電話 052-565-1891） 

〇金山駅旅行センター（電話 052-683-7820） 

〇名古屋メディア予約センター ※来店での受付は行っていません。 

（国内旅行）電話 052-582-8686 

（海外旅行）電話 052-583-1959 

留意事項 

○旅行代金の清算は現金又は JTB 旅行券・JTB トラベルギフ

ト・JTB 旅カードに限ります。 

○他の割引・特典との重複利用は不可。トラベルポイントは付与

されません。 

○旅行代金の清算は現金に限ります。 

（注記）詳しくは、各取扱対象店舗にご確認下さい。 

 

氏　
　
　

名

退
職
所
属

退
職
年

青

木

義

信

東

区

H 

10

浅

野

道

子

秘

書

室

H 

09

安

藤

雅

夫

土

木

局

H 

10

石

原

祥

次

建

築

局

H 

10

稲

田

吉

郎

衛

生

局

H 
10

今

泉

美

男

教
育
委
員
会

H 
09

上

田

哲

也

衛

生

局

H 

10

内

田

汎

美

衛

生

局

H 

10

大

村

隆

則

教
育
委
員
会

H 

10

織

田

久

孝

熱

田

区

H 

10

各

務

昇

三

環
境
事
業
局

H 

10

糟

谷

房

良

土

木

局

H 

10

加

藤

金

光

土

木

局

H 

09

加

藤

清

久

計

画

局

H 

10

河

池

勝

時

環
境
事
業
局

H 

10

木

野

敏

雄

中

区

H 

10

清

野

順

市

総

務

局

H 

09

後

藤　
　

武

総

務

局

H 

10

酒

井

剱

治

環
境
事
業
局

H 

10

酒

井

丈

夫

天

白

区

H 

10

島

田

健

二

衛

生

局

H 

10

志

村　
　

忠

環
境
保
全
局

H 

10

末

芳

周

三

天

白

区

H 

10

杉

浦

幸

一

土

木

局

H 

10

氏　
　
　

名

退
職
所
属

退
職
年

杉

山

文

助

天

白

区

H 

10

関

根

正

章

下
水
道
局

H 

10

高

桑

周

太

衛

生

局

H 

10

竹　

花　

キ
ミ
ヨ

衛

生

局

H 

10

外

山　
　

保

建

築

局

H 

10

鳥

居

久

人

土

木

局

H 

09

土

井

茁

子

教
育
委
員
会

H 

09

中

川

文

夫

土

木

局

H 

10

中　

村　

す
み
子

教
育
委
員
会

H 

10

福

間　
　

淳

計

画

局

H 

10

保

谷

美

隆

建

築

局

H 

10

牧　
　
　

由
喜
夫

土

木

局

H 

10

牧

野

明

久

名
港
管
理
組
合

H 

09

松　

田　

ト
ミ
子

民

生

局

H 

10

松

原

武

久

市

長

H 

21

水

野

彰

允

建

築

局

H 

09

森

川

隆

正

消

防

局

H 
10

山　

口　

貴
志
子

土

木

局

H 
09

山

口

宗

男

農
政
緑
地
局

H 

10

横

山

元

義

名
港
管
理
組
合

H 

09

若

山

明

義

名

東

区

H 

09

堀　

部　

し
ん
子

（
名
東
区
）
賛　

助

四
十
六
名

令
和
七
年
に
米
寿（
昭
和
十
二
年
生
ま
れ
）

梅雨が明ければ旅行の季節です。ご夫婦で、お孫さんたちご家族で旅行に出かけてみませんか。
名友会の会員であれば下記の特典があります。是非ともご利用ください。

割引対象者

割引対象商品

取扱対象店舗

留 意 事 項

割 引 率

お尋ねください。



名　　友　　報 第127号(7)  令和７年６月１日

年齢に関係なく（基本補償部分）加入・継続できます 
安 心 総 合 共 済

 

 

中途加入（4 月 20 ⽇以降のご加入）は、毎月 25 ⽇までにお申し込みいただく
と、翌々月 20 ⽇より補償開始となります。 
最終申込締切⽇は 8 月 25 ⽇（補償開始⽇︓ 10 月 20 ⽇）です。 

◆保険期間︓補償開始⽇〜2026 年 3 月 20 ⽇午後 4 時 
 

 
 
 
 
 

 
 

◆がん補償・医療補償については告知内容等によって加入制限があります。 
 
 

 

「安心総合共済」は、東京海上⽇動火災保険(株)の団体総合生活保険のペット 
ネームです。この広告は団体総合生活保険の概要について、ご紹介したものであり、 
ご加入に当たっては必ずパンフレット・補償のあらまし(重要事項説明書)をよくお読みく
ださい。ご不明な点は代理店までお問い合わせください。 
引受保険会社: 
東京海上⽇動火災保険(株) (担当課)広域法人部・団体協同組織室 
住所︓東京都千代田区三番町 6-4 TEL︓03-3515-4151  

2024 年 9 月作成 24TC-002682 

詳細については 取扱代理店 ㈱自治労サービス 
TEL︓03-3239-5880 までお問い合わせください 

ケガで入院・通院・手術・死亡/賠償責任/携⾏品損害 

1. 会員なら何歳になっても加入・継続できます。 
2. 会員本人と配偶者が加入できます。 
3. ケガ(死亡・入院・手術・通院)が補償されます。 
4. ⽇常生活での第三者に対する法律上の個人賠償責任(対人・対物) 

補償(国内無制限・国外１億円)が付いています。 
5. 外出時における携⾏品が補償されます。 
6. (オプション)がんと診断された場合、⼀時⾦を⽀払います。 
7. (オプション)医療補償を付帯することにより、病気も対象となります。 

名名友友会会がが現現在在取取りり扱扱っってていいるる「「主主なな福福利利厚厚生生事事業業」」ににつついいててごご案案内内いいたたししまますす。。  
 

自自動動車車保保険険  
名友会の会員であれば、保険料が団体扱いとなり割安になります。 

保険会社 照    会    先 

三井住友海上火災保険㈱ 
㈱つつみ ℡052-801-8412 

三井住友海上火災保険㈱ ℡052-223-4172 

あいおいニッセイ同和損害保険㈱ あいおいニッセイ同和損害保険㈱ ℡052-563-9436 

楽天損害保険㈱ 楽天損害保険㈱ ℡052-231-4461 

東京海上日動火災保険㈱ 
東海損保 ℡052-901-3050 

東京海上日動火災保険㈱ ℡052-201-2046 

損害保険ジャパン㈱ 損害保険ジャパン㈱  ℡052-953-3794 

日新火災海上保険㈱ 日新火災海上保険㈱ ℡052-231-7882 

AIG 損害保険㈱ 
㈱ライフデザイン ℡052-746-8700 

AIG 損害保険㈱ ℡052-251-3175 

Chubb 損害保険㈱ Chubb 損害保険㈱ ℡052-747-7000 

(注) 年によって又は保険会社によって割引率は異なりますので、詳しくは上記照会先又は現在 

ご利用されている保険会社代理店にお尋ね下さい。 
 

そそのの他他  
名友会の会員であれば、下記の特典を受けることができます。詳しくは、名友報誌面の広告 

又は同封のパンフレットをご覧ください。 

主な特約提携会社 会 員 特 典 

丸大食品㈱ 夏ギフトを特別価格（30％OFF）で販売 

㈱JCM（車の買取サービス） 

＊お問い合わせ先：0120-322-755 

ご成約特典として商品券２０，０００円分進呈 

（買取金額１０万円未満は対象外） 

高橋会計事務所 遺産・相続・贈与の相談 60 分無料 

理研産業補聴器センター 補聴器 10％OFF 

三井住友トラスト・ライフパートナーズ㈱ 医療・がん保険に団体割引、保険の無料相談 

三井住友トラスト不動産㈱ 
不動産売買の仲介手数料 20％割引 

(一部取扱い不可エリア有) 

㈱はせがわ 

仏壇 10％割引(一部商品、特価品、特注品を除く) 

神仏具・墓石・工事代 5％割引(一部霊園・石種・解体

撤去費用、追加彫刻を除く) 

㈱一柳葬具總本店 葬儀基本価格の 15％割引 

葬儀会館ティア 
会員の家族・親族３親等まで葬儀費用が「提携割」で

お得に！ 

 

ゴ
ル
フ
部

名
友
会
ゴ
ル
フ
部
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
深
め
、
健
康
の
維
持
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
春（
六
月
頃
）と
秋（
十
月
頃
）

の
年
二
回
コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

名
友
会
の
会
員
な
ら
ど
な
た
で
も
自
由

に
入
部
で
き
、
特
に
初
参
加
の
方
、
大
歓

迎
で
す
。
世
話
人
一
同
み
な
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
コ
ン
ペ
の
日
程
な
ど
に
つ
い
て

は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆　

世
話
人
代
表　

二
神　

望

◆　

連
絡
先　
　
　

古
田　

榮

☎
〇
九
〇‒

一
七
二
九‒

三
九
六
七

俳
句
部
だ
よ
り

失
業
す
ま
と
ま
り
の
な
き
萩
の
花

厚　

味　

當　

子

名
月
の
映
ゆ
る
草
津
の
露
天
の
湯

故　

飯　

田　

孝　

次

灯
火
親
し
古
典
ひ
も
と
き
夜
半
の
過
ぐ

飯　

田　

弥　

生

利
酒
会
蘊
蓄
長
き
夜
の
長
き　
　
　
　
　

　
　

太　

田　

一　

雄

旅
な
れ
ば
気
安
く
貰
ふ
次
郎
柿

故　

大　

森　

三
保
子

野
の
小
径
標
と
な
り
し
彼
岸
花

荻　

野　

よ
し
子

こ
ほ
ろ
ぎ
や
藤
の
茶
房
の
灯
の
優
し　

榊　

原　

小
夜
子

老
梅
や
延
命
な
し
と
子
に
伝
へ

中　

田　

和　

子

カ
メ
ラ
マ
ン
集
う
彼
岸
花
の
寺

丹　

羽　

桂　

子

参
道
の
吹
き
溜
ま
り
を
り
こ
ぼ
れ
萩

故　

彦　

坂　

茂　

光

水
底
に
小
魚
集
ふ
秋
の
暮三　

輪　

ト
キ
子

初
午
や
屋
台
巡
り
に
腰
も
伸
び

山　

羽　

俊　

吾

新
刊
を
一
気
読
み
す
る
夜
長
か
な

山　

川　

充　

恵

石
畳
に
歩
幅
を
合
は
す
犬
ふ
ぐ
り

山　

口　

貴
志
子

送
り
出
す
母
の
背
中
に
懐
炉
貼
る

山　

田　

い
つ
子

　
　
　
　
　
　

令
和
六
年　

十
月
俳
句
会

　
（
指
導　

大
森
三
保
子
・
山
口
貴
志
子
）

◆
定
例
通
信
句
会

毎
月
末
投
句
締
切　

十
五
日
選
句
締
切

　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
日
頃
選
評
発
表

◆
吟
行
会　

年
一
回
ほ
ど

脳
の
活
性
化
と
健
康
維
持
に
俳
句
づ
く
り

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
方
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
入
部
・
投
句
な
ど
連
絡
先

　
　
　
　

部
長　
　
　

太
田　

一
雄

　
　
　
　

代
理　
　
　

山
川　

充
恵

☎
Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
五
二
）八
四
二-

九
二
六
六

名友会が現在取り扱っている「主な福利厚生事業」についてご案内いたします。
自動車保険

その他

お尋ねください。



名　　友　　報令和７年６月１日 第127号  (8)

あなたの補聴器デビュー応援します。

名古屋本店
ナゴヤ駅前店
浄 心 店

大 曽 根 店
今 池 店
星 が 丘 店

藤 が 丘 店
山 手 通 店
平 針 店

東 海 通 店
高 畑 店

一 宮 店
津 島 店
稲 沢 店

西 春 店
犬 山 店
小 牧 店

春 日 井 店
尾 張 旭 店
大 府 店

東海富木島店
半田青山店
岡 崎 店

豊 田 店
新 安 城 店
碧南中央店

み よし 店
豊川諏訪店
豊 橋 店

名古屋市内 愛知県内

補聴器のご相談は、認定補聴器専門店へ

（０５２）２６１－１３１３電 話

愛知県内認定補聴器専門店 

300店舗

名友会会員のみなさんへ
愛知県内下記店舗にて補聴器ご購入の際、表示価格より割引
いたします。ご利用の際には、「会員証」をご提示ください。
詳しくは、下記店舗にお問い合わせください。

聞こえが変われば毎日が変わります。もっと会話を楽しみたいあなたへ
専門スタッフがいつでもサポートします

名古屋市中区大須4-10-20【地下鉄上前津駅北】
（令和7年4月現在 ）

割引
プラン

会員様

ホームページは
こちら☞

※障害者総合支援法交付補聴器等、公的助成対象補聴器自己負担金は対象外となります。
※ご購入後のご提示は無効となります。※他の割引サービスと重複で使用できません。 １０１０％％

退
職
そ
の
後

平
田
一
之　

現
在
、
市
文
化
振
興
事
業
団
で
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
早
い
も
の
で

市
を
退
職
し
て
一
年
。
時
間
が
あ
れ
ば
鈴

鹿
の
山
歩
き
や
旅
行
に
出
か
け
た
り
。
大

河
ド
ラ
マ
は
光
る
君
へ
、
蔦
重
と
秀
作
続

き
で
、
大
河
ド
ラ
マ
館
や
ゆ
か
り
の
地
に

も
。
吉
原
も
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
昔
に
思
い
を

馳
せ
て
み
ま
す
。

家
で
は
読
書
も
。
昨
年
惜
し
く
も
亡
く

な
っ
た
松
岡
正
剛
さ
ん
が
好
き
で
す
。
博

覧
強
記
の
知
の
巨
人
。
最
近
「
フ
ラ
ジ
ャ
イ

ル
」「
花
鳥
風
月
の
科
学
」
な
ど
代
表
作
を

読
み
返
し
て
い
ま
す
。
ｗｅ
ｂ
上
で
の
ブ
ッ

ク
ナ
ビ
ゲ
ー
ト「
千
夜
千
冊
」は
知
の
宝
庫
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
本
そ
の
数
一
八
五
〇
！

今
時
AI
に
聞
け
ば
い
い
で
す
が
、
何
か
気

に
な
る
こ
と
と
松
岡
正
剛
の
二
つ
の
ワ
ー
ド

で
グ
グ
れ
ば
一
八
五
〇
の
書
評
の
ど
れ
か

は
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
。
興
味
が
新
た
に
沸
々

と
。お
す
す
め
で
す
。　
　
　
　
　
（
中
区
）

命
の
あ
る
限
り

田
中
妙
子

八
十
八
歳
の
私
は
昨
年
六
月
、
愛
知
県

が
ん
セ
ン
タ
ー
と
名
古
屋
第
二
日
赤
病
院

で
肺
が
ん（「
ス
テ
ー
ジ
四
」大
き
さ
、
2.5
㎝
）

と
小
豆
大
が
52
個
発
見
さ
れ
、
余
命
一
年

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

遺
伝
子
検
査
の
結
果
、
タ
グ
リ
ッ
ソ
と

言
う
抗
が
ん
剤
を
一
日
一
回
飲
め
ば
一
〜

二
年
延
命
で
き
る
と
言
わ
れ
、
八
月
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
副
作
用
、
自
覚
症
状
も

な
く
飲
み
続
け
て
い
ま
す
。

残
り
少
な
い
人
生
を
楽
し
く
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
所
、
元
衛
生
局
時
代
の

仲
間
三
人
か
ら
旅
に
誘
わ
れ
そ
の
後
、
月

に
一
〜
二
回
、
一
泊
〜
日
帰
り
の
旅
を
続

け
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
朝
の
散
歩
と
油
絵
教
室
で
仲

間
と
描
い
た
り
、
囲
碁
仲
間
と
週
に
一
度

自
宅
で
打
っ
た
り
、
碁
会
所
へ
行
っ
た
り

と
気
ま
ま
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

が
ん
の
方
は
不
思
議
な
事
に
奇
跡
が
起

き
、
こ
の
三
月
に
す
べ
て
の
が
ん
が
消
え

て
な
く
な
り
ま
し
た
。
が
ん
と
言
わ
れ
て

も
へ
こ
た
れ
る
事
な
く
、
命
が
あ
る
限
り

明
る
く
、
前
向
き
に
生
き
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
衛
生
局
）

ぼ
け
防
止
の
ナ
ン
プ
レ
三
昧

（
ひ
ま
つ
ぶ
し
に
楽
し
ん
で
ま
す
）

磯
部
光
甫

タ
テ
列
、
ヨ
コ
列
９
列
に
１
〜
９
ま
で

の
数
字
を
一
つ
ず
つ
入
れ
て
い
く
あ
れ
で

す
、
は
ま
っ
て
ま
す
！！
ど
こ
に
も
行
く
予

定
の
な
い
日
は
テ
レ
ビ
も
見
ず
一
日
２
〜

３
時
間
や
っ
て
も
飽
き
ま
せ
ん
。

初
級
編
、
中
級
編
を
軽
く
こ
な
し
、
名

人
編
、
仙
人
編
に
挑
戦
し
一
カ
所
詰
ま
る

と
さ
あ
大
変
20
〜
30
分
も
考
え
込
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
自
分
で
も
よ
く
飽
き
な
い

も
の
だ
と
感
心
し
ま
す
が
、
そ
こ
を
ク
リ

ア
す
る
と
ゴ
ー
ル
ま
で
一
直
線
、
気
分
爽

快
、
オ
レ
の
脳
み
そ
も
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫

だ
と
（
勘
違
い
か
な
）
ニ
ヤ
リ
と
で
き
ま

す
。
多
種
・
多
芸
・
多
趣
味
の
皆
さ
ん
に

は
お
勧
め
し
ま
せ
ん
が
、
無
趣
味
の
方
は

土
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
か
ら

始
め
て
も
い
い
で
す
が
、
私
は
二
か
月
に

一
回
発
行
さ
れ
る
も
の
を
愛
用
し
て
い
ま

す
。
ひ
ま
な
私
に
も
一
冊
で
二
か
月
十
分

楽
し
め
ま
す
し
、
ぼ
け
防
止
に
は
安
い
投

資
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
監
査
事
務
局
）
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退
職
し
て
早
16
年木

下
親
則

消
防
局
を
退
職
し
て
早
16
年
、
10
月
で

満
77
歳
喜
寿
を
迎
え
ま
す
。

週
に
２
回
老
人
ホ
ー
ム
で
、
夜
間
、
屋

内
外
の
巡
視
、
巡
回
宿
直
勤
務
で
働
い
て

い
ま
す
。

急
変
者
発
生
時
に
、
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

応
急
処
置
、１
１
９
番
通
報
救
急
要
請
、
救

急
車
同
乗
し
て
、救
急
病
院
へ
搬
送
し
ま
す
。

昼
間
は
、
畑
３
０
０
坪
約
１
反
１
０
０
０

㎡
、
雨
以
外
は
、
毎
日
夕
方
ま
で
畑
に
出

向
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
同
年
代
の
仲

間
が
集
い
、
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
畑
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
住
民
と
の
交

流
場
で
す
。
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す
。

収
穫
し
た
新
鮮
、
無
農
薬
野
菜
ス
イ
カ

等
30
種
類
以
上
で
、
近
所
、
子
供
、
友

人
、
施
設
等
御
裾
分
け
、
皆
様
に
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
健
康
な
限
り
い
つ
ま

で
も
畑
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
心
と
体
の
健
康
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
消
防
局
）

気
に
な
る
記
事
を
読
ん
で

横
井
孝
夫

名
友
報
第
一
二
六
号
に
掲
載
の
「
私
の

プ
チ
旅
行
」
を
読
ん
で
の
思
い
出
を
投
稿

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
名
古
屋
市
に
就
職
す
る
ま
で
山

岡
町
に
住
ん
で
い
て
、
一
九
五
七
年
か
ら

通
学
の
た
め
明
知
線
を
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
国
鉄
の
時
代
で
、
蒸
気
機
関

車
が
、
客
車
等
を
牽
引
し
て
走
っ
て
い
ま

し
た
。
駅
も
大
井（
現
在
の
恵
那
）、東
野
、

阿
木
、岩
村
、山
岡
、明
知（
現
在
の
明
智
）

の
六
駅
の
み
で
し
た
。
冬
に
な
る
と
客
車

に
は
達
磨
ス
ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
て
暖
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
冬
の
ハ
プ
ニ

ン
グ
で
す
。

怪
我
の
治
療
で
隣
町
の
外
科
医
へ
通
院

の
た
め
、
明
知
駅
へ
向
か
う
途
中
の
登
り

区
間
で
、
列
車
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
原
因
は
線
路
の
凍
結
で
し
た
。
車
掌

か
ら
か
乗
客
が
自
主
的
に
も
う
し
で
た
の

か
は
、記
憶
が
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

乗
客
達
が
列
車
を
降
り
て
押
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
も
そ
の
一
員
と
し
て
列

車
を
押
し
て
動
か
す
と
い
う
、
七
十
年
近

く
前
の
一
生
に
一
度
の
体
験
を
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ち

な
み
に
山
岡
は
細
寒
天
生
産
量
が
日
本
一

だ
そ
う
で
す
。
冬
の
夜
の
気
温
が
低
く
、

昼
夜
の
寒
暖
差
も
大
き
く
て
雨
が
少
な
い

か
ら
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
分
に

走
っ
て
い
た
蒸
気
機
関
車
が
、
現
在
も
明

智
駅
に
あ
る
よ
う
で
す

（
市
民
経
済
局
）

名
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

今
年
度
の
会
費
は
、
同
封
の
払
込
書
に
よ
り

納
め
て
く
だ
さ
い
。
前
年
度
ま
で
の
会
費
が
未

納
の
方
に
は
、
必
要
分
の
払
込
書
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。
会
費
が
未
納
の
ま
ま
で
す
と
自
動

車
保
険
等
の
団
体
割
引
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
抽
選
会
の
機
会
に
当
選
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
現
金
に
よ
る
会
費
納
入
も
歓
迎
し
ま

す
。
名
友
会
事
務
所
で
常
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
総
会
会
場
で
も
臨
時
の
納
入
受
付

を
用
意
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
住
所
な
ど
の
変
更
に
つ
い
て

会
員
の
皆
様
の
住
所
、
連
絡
先
な
ど
に
つ
き

ま
し
て
変
更
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
知
人
や
後
輩
の
方
々
を
名
友
会
へ

名
友
会
は
会
員
の
皆
様
の
会
費
を
主
な
財
源

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
会
員

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
様
の

知
人
や
後
輩
で
ま
だ
名
友
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
方
が
み
え
ま
し
た
ら
、
自
動
車
保
険
の
割

引
や
指
定
店
で
の
割
引
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

是
非
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。
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ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

自　

令
和
四
年
七
月

至　

令
和
七
年
四
月

氏

名
退
職
所
属
退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

諸　

岡　
　
　

進
消
防
局
H
20
04
・
07
・
28

74
歳

田　

實　
　
　

蕃
名
市
大
H
15

12
・
26

80
歳

鈴

木

昌

子
教
育
委
S

62
05
・
01
・
11

92
歳

近　

藤　
　
　

潔
交
通
局
H
16

02
・
24

79
歳

松

本

幸

子
（
建
築
局
）
賛
助

11
・
26

91
歳

砂

田

弘

法
上
下
水
H
30
06
・
02
・
14

65
歳

大

鹿

彰

仁
教
育
委
H
20

02
・
28

76
歳

青

山

成

光
守
山
区
H
09

03
・
24

86
歳

高

阪

好

充
総
務
局
H
21

04
・
05

75
歳

小

村

寿

人
上
下
水
H
20

06
・
02

76
歳

池

田

輝

光
港　

区
H
13

06
・
27

83
歳

山

際

利

和
名
港
管
S

59

06
・
27

97
歳

林　
　
　

實
計
画
局
H
04

06
・
30

92
歳

橋

本

田

鶴
教
育
委
S

55

06
・
30

104
歳

片

桐

昌

純
建
築
局
H
12

07
・
02

84
歳

加

藤

年

一
上
下
水
H
15

07
・
17

81
歳

平　

林　
　
　

勇
中　

区
H
11

08
・
02

86
歳

堀　
　
　

豊　

彦
住
都
局
H
18

08
・
02

78
歳

落　

合　

美
代
子
健
福
局
H
15

08
・
09

81
歳

冨

田

寛

治
上
下
水
H
15

08
・
31

81
歳

氏

名
退
職
所
属
退
職
年

逝
去
年
月
日

享
年

永　

田　
　
　

侑
中
川
区
H
10
06
・
09
・
17

86
歳

片

本

雅

之
総
務
局
H
11

10
・
02

86
歳

上

島

廣

明
名
港
管
H
09

10
・
23

87
歳

伊　

藤　
　
　

潔
水
道
局
H
03

10
・
29

91
歳

飯

田

孝

次
環
事
局
H
11

11
・
06

86
歳

中

嶋

斌

雄
教
育
委
H
13

11
・
28

84
歳

磯

部

紳

一
監
査
事
H
11

12
・
01

85
歳

丹

羽

徳

男
病
院
局
H
21

12
・
12

76
歳

小　

出　
　
　

冀
衛
生
局
H
01

12
・
16

93
歳

木

全

康

夫
上
下
水
H
20

12
・
22

77
歳

浅

野

揚

子
（
総
務
局
）
賛
助
07
・
01
・
02

93
歳

三

輪

日

夫
衛
生
局
H
07

01
・
06

89
歳

山 

田　

 　

稔
健
福
局
H
15

02
・
08

82
歳

廣

瀬

隆

司
上
下
水
H
20

02
・
14

77
歳

道

岡

八

郎
東　

区
H
15

02
・
22

82
歳

安

藤

弘

茂
環
事
局
S

57

03
・
01

97
歳

渡

邊

光

子
市
会
事
S

23

03
・
06

95
歳

梅

村

城

生
民
生
局
H
10

03
・
09

87
歳

加

藤

允

義
民
生
局
H
05

03
・
17

91
歳

彦

坂

茂

光
東　

区
H
15

03
・
18

82
歳

早

川

泰

昭
建
築
局
H
04

03
・
21

91
歳

木

場

三

郎
建
築
局
S

63

04
・
07

96
歳

四
二
名

御　
　
　

園　
　
　

座

◎
「
細
川
た
か
し
＆
吉
本
新
喜
劇
」

◦
９
月
19
日
（
金
）
11
時
公
演

◦
Ａ
席
14
，０
０
０
円
を
12
，０
０
０
円

◦
Ｂ
席
８
，０
０
０
円
を
７
，０
０
０
円

★
申
込
み
は
７
月
31
日
（
木
）
ま
で

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

◎
「
第
98
回
市
民
会
館
名
曲
シ
リ
ー
ズ
」

大
井　
　

駿
（
指
揮
／
通
奏
低
音
※
）

Ｃ・Ｐ・Ｅ・バ
ッ
ハ
／
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
ヘ
長
調
※

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
８
番
ヘ
長
調

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
７
番
イ
長
調

◦
日
本
特
殊
陶
業
市
民
会
館

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル

◦
９
月
19
日
（
金
）
18
時
45
分
開
演

◦
Ｓ
席
～
Ｃ
席
２
割
引　

　

４
，８
０
０
円
～
２
，４
０
０
円

★
申
込
み
は
７
月
31
日
（
木
）
ま
で　

名
古
屋
市
文
化
振
興
事
業
団

◎
人
形
浄
瑠
璃　
「
文
楽
」

◦
ア
マ
ノ
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
名
古
屋

◦
11
月
20
日
（
木
）【
昼
の
部
】
13
時
半
開
演

【
夜
の
部
】
18
時
半
開
演

◦
一
階
席　
　
　
　

金
額
未
定

◦
二
階
席　
　
　
　

金
額
未
定

★
申
込
み
は
7
月
31
日
（
木
）
ま
で
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名友報 第１２７号　「夏のクイズ」
次の文章は、日本の著名な作家の説明をしたものです。作家名とその作家が直木賞を受
賞したときの著作名を正しく答えてください。　　

名古屋市中区に生まれ、名古屋で作家活動、同人活動をし、愛知学芸大学（当時）で教
鞭をとっていたことがある。神奈川県の茅ケ崎市に転居しても、名古屋に通勤していたが、
その通勤時間が著作の時間だと言っていた。経済小説が評判となったが、歴史小説の分野
で、テレビドラマや映画の原作となった作品も多い。東区白壁に「書斎」の一部が再現さ
れている。

大小二つの定規がある。大きい方は７cm、小さい方は３cmの目盛があり、それぞれ、
中間の目盛がなく、７cmと３cmしか計測することはできない。この２つの定規両方を使っ
て、できるだけ効率的に１５cmの直線を引くためには、どうしたらよいか。言葉で説明
をしてください。

次の文章は、ある日本の街を説明したものです。よく読んで、どこの街か、○○県□□市
（町村）のように、答えてください。

この街は、県の最東端に位置し、人口では県下５番目に当たる。古代には製鉄が盛んで、
現在も金属の会社が立地している。市の魚は「どじょう」で、市の公式キャラクターは「あ
らエッサくん」である。日本画家の大家のコレクションと壮大な日本庭園を有する美術館
がある。
　
※クイズの回答は、７月９日（水）必着。ハガキかFaxで、住所・氏名・電話番号を記して応募
してください。１問だけの回答でもいいですが、３問すべてに回答することもできます。
３問すべてに応募する場合は「チャレンジ」と表記してください。「チャレンジ」の方は１問で
も間違えれば「チャレンジ失敗」となります。正解者から抽選で５名の方に図書カードなどの賞
品を差し上げます。

クイズの回答先　名友会事務局　
〒460-0008　名古屋市中区栄五丁目１４－４　吉野ビル１F
Fax　（０５２）２６３－１６４５　　
前回の正解　
第１問　　　作家名　　「石川　達三」　　　作品名　　「蒼 氓」
第２問　　　ぐうを出した人　　４人
第３問　　　１　南蛇井　　　上信電鉄線
　　　　　　２　深郷田　　　津軽鉄道線
　　　　　　３　及　位　　　JR 東日本　奥羽本線

第
１
問

第
２
問

第
３
問
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私の
プチ旅行

桜の下、川下りを楽しむ人たち

養老天命反転地



編

集

後

記




▼
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
日
本
協
会
の
上
遠

恵
子
会
長
（
96
歳
）
と
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
名

誉
館
長
の
中
村
桂
子
さ
ん
（
89
歳
）
が
対
談
で

話
さ
れ
て
い
た
名
言
「
経
済
の
言
葉
じ
ゃ
な
く

て
生
命
の
言
葉
で
語
り
ま
し
ょ
う
！
」

次
世
代
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
の
が
私

た
ち
大
人
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ツ
バ
メ

の
日
常
を
観
な
が
ら
、「
な
ぜ
人
は
シ
ン
プ
ル

に
美
し
く
生
き
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
思

う
日
々
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ⅰ
）

▼
定
年
退
職
後
10
年
目
、
い
よ
い
よ
古
希
に
な

る
。
で
も
気
持
ち
は
ま
だ
ま
だ
老
い
て
は
い
な

い
。
現
状
の
能
力
に
応
じ
た
最
低
賃
金
を
も
ら

い
な
が
ら
、
窓
口
業
務
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
毎
日

働
い
て
い
る
。

窓
口
で
は
、
大
き
な
声
を
出
し
て
、
い
つ
も

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
訪
れ
た
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
い
た
い
。

市
役
所
の
時
の
知
り
合
い
が
噂
を
聞
い
て
時

折
り
訪
ね
て
く
れ
る
。
元
気
な
姿
を
見
せ
ら
れ

て
と
て
も
嬉
し
い
。

最
近
、
市
役
所
時
代
の
仕
事
の
こ
と
で
名
市

大
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
記
憶
喚
起

の
た
め
に
昔
の
日
記
を
読
み
直
し
て
み
た
。

小
さ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
は
今
も
昔

も
変
わ
ら
な
い
。喜
寿
ま
で
も
う
ひ
と
頑
張
り
。

（
Ｓ
）

▼
昨
年
秋
に
友
人
と
四
国
を
旅
行
し
て
、
高
知

城
、
宇
和
島
城
、
松
山
城
を
巡
っ
て
き
ま
し
た

が
、
足
腰
の
衰
え
を
痛
感
し
ま
し
た
。
お
城
で

す
の
で
、
楽
に
天
守
ま
で
は
た
ど
り
着
け
な
い

と
は
思
い
な
が
ら
。
健
脚
が
自
慢
だ
っ
た
の
で

す
が
。

日
頃
の
運
動
不
足
の
表
れ
と
、
現
在
、
階
段

を
昇
る
と
き
は
一
段
飛
ば
し
、
歩
く
と
き
は
早

歩
き
と
細
や
か
な
老
化
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

（
Ｆ
）

土
曜
日
の
朝
、
８
時
30
分
過
ぎ
。
大
垣
に

い
ま
す
。
今
回
、
大
垣
か
ら
養
老
鉄
道
で
プ

チ
旅
行
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
垣
の
街
を
歩
い
て
、「
奥
の
細

道
む
す
び
の
地
」
を
目
指
し
ま
す
。

大
垣
の
街
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
、
碁
盤
の
目

状
に
道
路
が
通
り
、
わ
か
り
や
す
い
街
。
こ

れ
も
江
戸
時
代
を
通
し
て
戸
田
氏
の
支
配
で

あ
り
、
安
定
し
た
運
営
が
行
わ
れ
た
効
果
で

し
ょ
う
か
？

15
分
ほ
ど
歩
い
て
、「
む
す
び
の
地
記
念
館
」

に
到
着
。
松
尾
芭
蕉
は
、大
垣
で
「
奥
の
細
道
」

の
旅
に
終
わ
り
を
告
げ
、
こ
の
あ
た
り
か
ら

水
路
を
桑
名
に
向
か
っ
た
と
の
こ
と
。

蛤
の
ふ
た
み
に
分
か
れ
ゆ
く
秋
ぞ

有
名
な
芭
蕉
の
句
。
芭
蕉
た
ち
は
こ
こ
か

ら
桑
名
を
経
て
伊
勢
神
宮
を
目
指
す
旅
の
始

ま
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
同
行

者
河
合
曾
良
は
、

ず
っ
と
芭
蕉
と
一

緒
の
行
動
を
し

て
い
た
と
思
い
違

い
を
し
て
い
ま

し
た
。

曾
良
は
北
陸

で
体
調
不
良
と

な
り
、
療
養
の

た
め
、
芭
蕉
と

別
れ
て
親
戚
の
あ
る
伊
勢
長
島
に
き
て
お

り
、
大
垣
で
芭
蕉
と
再
会
し
た
の
で
し
た
。

で
、
な
ぜ
大
垣
か
ら
か
と
い
う
と
、
先
ほ

ど
の
「
蛤
」
の
句
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
芭
蕉
は

船
で
川
を
下
り
ま
し
た
が
、
私
は
、
養
老
鉄

道
で
プ
チ
旅
行
と
洒
落
た
い
の
で
す
。

養
老
鉄
道
は
、
大
垣
・
揖
斐
間
と
大
垣
・

桑
名
間
と
に
分
か
れ
て
お
り
、
大
垣
か
ら
北

に
揖
斐
ま
で
10
駅
、
南
に
桑
名
ま
で
17
駅
、

計
27
駅
で
、
路
線
距
離
57
・
5
㎞
で
、
全
線

単
線
の
電
化
区
間
で
す
。

JR
大
垣
駅
を
出
て
、
駅
舎
に
沿
っ
て
右
手

に
行
く
と
、
養
老
鉄
道
の
大
垣
駅
が
あ
り
ま

す
。
一
日
乗
車
券
を
購
入
し
て
、い
ざ
乗
車
。

ま
ず
は
「
養
老
」
を
目
指
し
ま
す
。

鉄
道
の
車
窓
か
ら
は
、
ま
だ
冠
雪
が
み
ら

れ
る
伊
吹
山
の
美
し
い
山
容
が
、
角
度
を
変

え
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
見
ら
れ
ま
す
（
数
日

後
に
は
、
冠
雪
は
な
く
な
り
ま
し
た
）。

養
老
駅
に
到
着
。
木
曽
路
や
中
山
道
の
駅

に
も
み
ら
れ
る
駅
前
の
感
じ
。　

電
車
を
降
り
た
皆
さ
ん
が
、「
養
老
公
園
」

に
向
か
い
ま
す
。
が
、「
養
老
の
滝
」
を
目

指
す
か
ど
う
か
で
、乗
る
バ
ス
が
違
い
ま
す
。

滝
ま
で
行
く
の
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
カ
ー
ト
の

よ
う
な
小
さ
な
車
。
滝
に
行
か
な
い
な
ら
、

大
き
な
バ
ス
。
土
日
は
無
料
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。迷
っ
た
が
、今
は「
水
」

し
か
出
て
い
な
い
「
滝
」
は
次
の
機
会
と
し

て
、「
公
園
」
行
き
の
バ
ス
に
乗
車
。
ほ
ど

な
く
出
発
、10
分
ほ
ど
で
終
点
の
養
老
公
園
。

こ
こ
が
、
ま
た
だ
だ
っ
広
い
公
園
で
大
き
な

施
設
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。

上
か
ら
「
養
老
の
滝
エ
リ
ア
」「
養
老
天

命
反
転
地
」「
こ
ど
も
の
国
（
遊
園
地
）」
と

あ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
、
時
間
を
忘

れ
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。た
だ
、

「
天
命
反
転
地
」

は
、
20
年
ぶ
り

く
ら
い
で
す
が
、

高
齢
者
に
は
お

勧
め
で
は
な
い
。

平
衡
感
覚
の
ゆ

が
み
を
わ
ざ
と

生
じ
さ
せ
ま
す
。

バ
ス
で
登
っ

た
道
を
徒
歩
で

下
山
。10
分
ほ
ど
で
降
り
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

電
車
到
着
で
、桑
名
行
き
に
乗
車
。
も
う
、

美
濃
の
国
か
ら
伊
勢
の
国
に
近
づ
い
て
い

る
。
気
候
的
に
や
は
り
違
う
よ
う
で
す
。
日

差
し
が
強
い
。次
に
ど
こ
で
降
り
よ
う
か
と
、

思
案
し
て
い
る
う
ち
に
、
多
度
駅
に
到
着
。

こ
こ
は
多
度
大
社
の
最
寄
り
駅
。
と
り
あ

え
ず
降
り
て
み
ま
す
。
小
さ
な
駅
、
駅
前
も

そ
れ
ほ
ど
賑
や
か
に
は
見
え
ま
せ
ん
。
案
内

に
多
度
大
社
ま
で
徒
歩
20
分
と
あ
り
ま
す

が
、
経
験
的
に
こ
う
い
う
案
内
は
1.5
〜
２
倍

に
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
早
々
に
断
念
し

て
（
時
間
の
都
合
が
よ
け
れ
ば
、
バ
ス
の
便

は
あ
る
。）、
駅
前
を
散
策
。
少
し
歩
い
た
と

こ
ろ
に
大
鳥
居
。
乗
用
車
に
向
け
た
も
の
の

よ
う
。や
は
り
車
で
な
い
と
不
便
な
よ
う
で
、

駅
に
戻
っ
て
、
桑
名
に
向
か
う
。

桑
名
も
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
、
東
海
道

の
宿
場
町
で
、
伊
勢
路
の
入
り
口
で
も
あ
り

ま
す
。
大
垣
な
ど
美
濃
路
へ
の
通
路
で
も
あ

り
ま
す
。
熱
田（
宮
の
渡
し
）か
ら
桑
名（
七

里
の
渡
し
）
の
海
路
は
東
海
道
の
正
道
。
船

が
苦
手
な
人
は
大
垣
経
由
の
脇
街
道
を
選
び

ま
し
た
。
桑
名
は
、
見
ど
こ
ろ
の
多
い
古
い

街
、
散
策
し
な
が
ら
ど
こ
か
で
焼
き
蛤
で
も

食
し
て
帰
ろ
う
か
。
土
産
は
安
永
餅
。


